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2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2024 年５月 10 日に公表いたしました、2025 年３月期

第２四半期（中間期）の連結業績予想（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）を下記のとおり

上方修正することにいたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025 年３月期第２四半期連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）  

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主
に帰属する 
中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 
（ 2 0 2 4 年５月 1 0 日公表） 

8,600 150 115 40 0.91 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 8,742 197 162 84 1.89 

増 減 額 ( B － A ) 142 47 47 44  

増 減 率 ( ％ ) 1.7 31.4 41.4 110.0  

（ご参考）前期第２四半期実績

（2024 年３月期第２四半期） 
8,435 77 47 △30 △0.73 

 

２．修正の理由 

2025年3月期第２四半期（中間期）については、前期より継続して実施している本質回

帰によるメニュー品質の向上施策並びに新たな収益構造の運用の安定化に伴い、売上高が

順調に推移していることに加え、食材ロスの低減による原価改善、店舗の営業オペレーシ

ョン見直しによる労働生産性の向上等のコスト削減およびコストコントロールを進めてき

た結果、同中間連結決算の売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利

益において、連結業績予想を上回る見通しです。 

一方、社会経済活動の正常化により都心部を中心に急激に人流が回復し依然として堅調

な業績推移となっているものの、資源価格の高騰による食材価格やエネルギー価格の上昇

や最低賃金の引き上げといったコストアップ基調が継続する予測に基づき、2024年５月10

日に公表した2025年3月期（通期）の計画は据え置きとしております。 

 

※本資料に記載した業績予想につきましては、作成日現在において入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、実際の業績は、外部環境等により変動する可能性があります。 

 

以 上 


